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【手続補正書】
【提出日】平成21年11月26日(2009.11.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次の工程：
ａ）一定間隔で長手方向に対称に配置された電気触媒層（２）を各面に有するイオノマー
膜シートで構成された中心層（１）で形成された複合シート（２０）で形成されたロール
巻き（Ａ）を製造し；
ｂ）ロール巻き（Ａ）の電気触媒層（２）の位置に対応する開口（３）を有するサブガス
ケットシート（２１）を含む２つのサブガスケットロール巻き（Ｂ）を製造し；ここで、
（サブガスケット開口（３）面積）／（電気触媒層（２）面積）の比が９０～９９％であ
り；
ｃ）２つのドラム（８）の間の２つのロール巻き（Ｂ）からのサブガスケットシート（２
１）の間に、ロール巻き（Ａ）からの複合シート（２０）を供給することにより、２つの
ロール巻き（Ｂ）をロール巻き（Ａ）と熱積層して、サブガスケットシート（２１）の開
口（３）の外周が電気触媒層（２）の領域内に入るようにし、サブガスケットが適用され
た触媒被覆膜（ＣＣＭ）の列で形成されたロール巻き（Ｃ）を得る
を含む、ＣＣＭの両面にサブガスケットを有するＣＣＭアセンブリを製造する連続方法。
【請求項２】
　前記サブガスケットシート（２１）が、水素化及び／又はフッ素化された熱可塑性ポリ
マーシートを用いて製造される請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記サブガスケットシート（２１）が、複合シート（２０）に、次の方法：
ａ'）ホットメルト接着剤を用いて、複合シート（２０）と接触する面にサブガスケット
シート（２１）を接着する、
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ｂ'）感圧接着剤を用いて、複合シート（２０）と接触する面にサブガスケットシート（
２１）を接着する、
ｃ'）１００～１５０℃の軟化点を有する熱可塑性ポリマーでできたサブガスケットシー
ト（２１）を用いる
の１つにより適用される請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　方法ａ'）を用いる請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　ホットメルト接着剤が、ＥＶＡ（エチレン酢酸ビニル）である請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　ロール巻き（Ａ）の膜及び電気触媒層が、３８０～１６００ｇ／ｅｑの当量を有する酸
型－ＳＯ3Ｈ又は中和型のスルホン酸基を有する（ペル）フルオロ化イオノマーを用いて
得ることができる請求項１～５のいずれか１つに記載の方法。
【請求項７】
　イオノマーが、以下の単位：
（Ａ）少なくとも１のエチレン性不飽和を含有する１又は複数のフッ素化モノマーに由来
するモノマー単位；
（Ｂ）イオノマーが前記範囲の当量を有するような量でスルホニル基－ＳＯ2Ｆを含むフ
ッ素化モノマー単位
を含み、
イオノマーが、酸型－ＳＯ3Ｈ又は－ＳＯ2Ｆ基の加水分解により得られる塩化された形の
スルホン酸基を含有する請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記イオノマーが、前記モノマー単位（Ｂ）で形成されたホモポリマーであり、該イオ
ノマーが、酸型－ＳＯ3Ｈ又は－ＳＯ2Ｆ基の加水分解により得られる塩化された形のスル
ホン酸基を含有する請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記膜及び電気触媒層が：
－　ＴＦＥに由来するモノマー単位；
－　ＣＦ2＝ＣＦ－Ｏ－ＣＦ2ＣＦ2ＳＯ2Ｆに由来するモノマー単位
を含むポリマーから得ることができるペルフルオロ化イオノマーを含有する請求項６又は
７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記電気触媒層が、イオノマーと触媒、好ましくはＰｔ又はＰｔと１若しくは複数の金
属との混合物とを含む請求項１～９のいずれか１つに記載の方法。
【請求項１１】
　２つの電気触媒層のそれぞれにおける触媒とイオノマーの重量比が、０．５～４の範囲
である請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれか１項に記載の方法で得ることができるアセンブリ。
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